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社協の予算と事業計画

　

今
日
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
社
会

的
孤
立
や
生
活
困
窮
、
地
域
社

会
や
家
族
形
態
の
変
容
、
さ
ら

に
は
個
人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
を
背
景

に
、
生
活
課
題
や
福
祉
課
題
が

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て

は
、
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
共

生
社
会
の
実
現
と
い
う
方
向
性

が
示
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
の
改

正
や
介
護
保
険
制
度
の
改
正
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

強
化
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と

は
、
地
域
と
公
的
サ
ー
ビ
ス
が

連
携
・
協
働
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
も
と
に
各
々
の
地
域
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
や
、
住
民
・
地

域
社
会
の
重
視
、
ま
た
、
総
合

相
談
・
生
活
支
援
と
い
っ
た
も
の

で
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
は
、

地
域
福
祉
の
推
進
そ
の
も
の
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
第
２
次
地
域
福

祉
推
進
計
画
」
の
２
年
目
に
あ

た
り
ま
す
。
計
画
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
支
え
あ
い　

助
け
あ

う　

こ
こ
ろ
つ
な
が
る　

や
さ
し

い
ま
ち　

あ
こ
う
」
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
・
団
体
、
関
係

者
と
連
携
・
協
働
し
、
各
種
事

業
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

社
協
で
は
第
２
層
（
中
学
校

区
）
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
市
の
委
託
に
よ
り
配
置
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
生
活
課
題
が

多
様
化
・
潜
在
化
す
る
中
で
、

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強

化
と
と
も
に
、
住
民
同
士
で
お

互
い
の
困
り
ご
と
に
気
づ
き
、
と

も
に
支
え
あ
い
、
助
け
あ
う
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地

域
住
民
と
共
に
考
え
、
地
域
住

民
に
よ
る
協
議
の
場
づ
く
り
や
、

地
域
住
民
の
支
え
あ
い
活
動
の

支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
や
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
モ
デ

ル
事
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　３月 18 日に理事会、26 日に評議員会を開催し、平成 31 年度事業計画および収支予算
が審議・議決されました。今後、どのように財源を使い、福祉のまちづくりに取り組んでい
くのか、事業計画の概要とともにお知らせします。

法 人 運 営 事 業

地域福祉活動推進事業

共同募金配分金事業

介 護 保 険 事 業

障がい者総合支援事業

貸 衣 裳 事 業

ボランティアセンター
活 動 事 業

そ の 他 福 祉 活 動
推 進 事 業

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
か
ら
い

た
だ
い
た
賛
助
会
費
、
善
意
銀
行

に
寄
せ
ら
れ
た
預
託
金
、
共
同
募

金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配

分
金
、
貸
衣
裳
事
業
の
収
益
金
、

市
や
県
社
協
か
ら
の
補
助
金
・
委

託
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
・
障
が

い
者
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
介
護
報
酬
等
収
入
、
利
用
料

収
入
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、「
地
域
に
は
ど
ん
な
課

題
が
あ
る
の
か
」「
そ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
」
を
考
え
な
が
ら
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
活

動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
「
社

協
」）
は
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ

た
団
体
で
、
地
域
福
祉
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
１
９
５
１
年
（
昭
和

26
年
）
に
全
国
・
都
道
府
県
に
は

じ
め
て
設
置
さ
れ
、
同
年
10
月
に

赤
穂
市
社
協
は
発
足
し
ま
し
た
。

　

よ
く
市
役
所
と
間
違
わ
れ
る
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
民
間
の
非
営

利
組
織
（
社
会
福
祉
法
人
）
で
、

公
益
性
を
持
ち
つ
つ
、
自
由
な
発

想
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

支  出  の  部 収  入  の  部

当期資金収支差額

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

△ 17,716

94,804

77,088

そ
も
そ
も

　

社
協
っ
て
な
に
？

そ
も
そ
も

　

社
協
っ
て
な
に
？

社
協
で
は

 

何
を
し
て
い
る
の
？

社
協
で
は

 

何
を
し
て
い
る
の
？

財
源
は

 

ど
う
し
て
い
る
の
？

財
源
は

 

ど
う
し
て
い
る
の
？

（単位：千円）

広報紙発行、福祉のつどい、
総合福祉会館管理費、
事務局職員人件費ほか

給食サービス、移送サービス、
敬老事業ほか

友愛訪問事業、三世代交流もちつき、
ふれあい・いきいきサロン、
福祉協力校指定事業ほか

ボランティアセンター運営費、
ボランティア養成講座ほか

訪問介護事業、居宅介護支援事業、
通所介護事業

障がい者（児）へのホームヘルプ事業、
相談支援事業

婚礼衣裳等の貸出

心配ごと相談事業、
福祉サービス利用援助事業、
資金貸付事業ほか

支出
２億７，９９１万
３千円

貸衣裳事業
7,051（3%）

法人運営事業
76,436（27%）

（単位：千円） （単位：千円）

共同募金
配分金事業
18,887（7%）

ボランティアセンター活動事業
3,610（1%）

その他福祉活動推進事業
3,951（1%）

介護保険事業
106,678（38%）

障がい者
総合支援事業
39,272（14%）

障がい者
総合支援事業
39,272（14%）

会 費 収 入

寄 付 金 収 入

経常経費補助金収入

介 護 保 険 事 業 収 入

障 が い 福 祉
サ ー ビ ス 等 収 入

そ の 他

受 託 金 収 入

事 業 収 入

個人・法人からの賛助会費 

善意銀行への預託金

市、県社協からの補助金、
共同募金、歳末たすけあい募金配分金

市、県社協からの受託金

訪問介護事業・居宅介護支援事業・
通所介護事業の介護報酬および
利用者負担金

全社協退職積立基金取崩収入ほか

貸衣裳事業収入、
給食サービス利用料収入ほか

収入
２億６，２１９万
７千円

その他
26,877
（10%）

その他
26,877
（10%） 経常経費補助金収入

42,201（16%）
経常経費補助金収入
42,201（16%）

受託金収入
 29,239
（11%）

受託金収入
 29,239
（11%）

事業収入
12,225
（5%）

事業収入
12,225
（5%）

介護保険事業収入
103,089（39%）

障がい福祉
サービス等収入
45,496（17%）

障がい者（児）へのホームヘルパー派遣・
相談支援事業による介護報酬および
利用者負担金

会費収入
1,070（1%） 寄付金収入

2,000（1%）

理
事
会
の
様
子

地域福祉活動
推進事業
24,028
（9%）

P03　2Ｃ（スミとマゼンタ） P02　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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共同募金、歳末たすけあい募金配分金

市、県社協からの受託金

訪問介護事業・居宅介護支援事業・
通所介護事業の介護報酬および
利用者負担金

全社協退職積立基金取崩収入ほか

貸衣裳事業収入、
給食サービス利用料収入ほか

収入
２億６，２１９万
７千円

その他
26,877
（10%）

その他
26,877
（10%） 経常経費補助金収入

42,201（16%）
経常経費補助金収入
42,201（16%）

受託金収入
 29,239
（11%）

受託金収入
 29,239
（11%）

事業収入
12,225
（5%）

事業収入
12,225
（5%）

介護保険事業収入
103,089（39%）

障がい福祉
サービス等収入
45,496（17%）

障がい者（児）へのホームヘルパー派遣・
相談支援事業による介護報酬および
利用者負担金

会費収入
1,070（1%） 寄付金収入

2,000（1%）

理
事
会
の
様
子

地域福祉活動
推進事業
24,028
（9%）

P03　2Ｃ（スミとマゼンタ） P02　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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　今年度より新たに取り組むこととしている新規事業、今までよりさらに充実した
事業内容とする拡充事業の一部をご紹介します。
　今年度より新たに取り組むこととしている新規事業、今までよりさらに充実した
事業内容とする拡充事業の一部をご紹介します。

　地域福祉の推進には、個人、地域社会、行政が一体となり、それぞれの役割を果たし
ながら連携・協力していく必要があります。社協では

を基本理念に、住民やボランティアの皆さんと協力し、支えあい・助けあい活動を行っ
ていきます。

　地域福祉の推進には、個人、地域社会、行政が一体となり、それぞれの役割を果たし
ながら連携・協力していく必要があります。社協では

を基本理念に、住民やボランティアの皆さんと協力し、支えあい・助けあい活動を行っ
ていきます。

　　新たに、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキ
ング・サービス）による情報発信を行い、若年層
などにも身近な社会福祉協議会を目指します。

◎ 

重 

点 

事 

項

①
第
２
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
推
進

　

進
捗
状
況
や
新
た
な
福
祉
課
題
へ
の
対
応

な
ど
を
検
証
・
検
討
し
、
着
実
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
の
体
制
強
化

　

地
域
福
祉
推
進
の
中
心
的
役
割
を
担
う
組

織
と
し
て
、
社
協
の
目
的
・
意
義
や
活
動

な
ど
の
周
知
・
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

組
織
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

③
福
祉
へ
の
関
心
の
向
上

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、

適
切
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

④
地
域
福
祉
の
充
実
強
化

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」「
地
域
の
困
り
ご
と
応
援
隊
事
業
」

「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど

を
通
じ
、
重
層
的
な
生
活
支
援
や
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的
な
展
開

　
「
友
愛
訪
問
」「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」「
買
物
支

援
モ
デ
ル
事
業
」「
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

な
ど
を
通
じ
、
住
民
相
互
の
助
け
あ
い
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑥
児
童
福
祉
活
動
の
充
実

　
「
ひ
と
り
親
家
庭
ラ
ン
ド
セ
ル
・
中
学
生
体

操
服
購
入
助
成
事
業
」
な
ど
、
低
所
得
者

対
策
や
子
育
て
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
福
祉
教
育

の
積
極
的
な
推
進

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
や
「
福
祉
協

力
校
指
定
事
業
」
な
ど
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
裾
野
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑧
相
談
支
援
機
能
の
充
実

　
「
心
配
ご
と
相
談
所
」
や
「
資
金
貸
付
事
業
」

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
相
談
・
生
活
支
援
に
努
め
ま
す
。

⑨
総
合
福
祉
会
館
運
営
事
業
の
円
滑
な

推
進

　
⑩
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
安
定
し
た
経
営

体
制
の
確
立

　

制
度
改
正
に
円
滑
に
対
応
し
、
利
用
者
の

方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
励
み
ま

す
。

広報・ホームページ事業

　　平成30年10月に開設し
た障がいのある方の相談支援
事業所につき、積極的に新規利
用者を受け入れ、サービス等利
用計画を作成します。

相 談 支 援 事 業

　現在、社協では当事者組織支援として、介
護者の会を支援していますが、その他の当事
者組織の立ち上げについて、検討・支援を行っ
ていきます。

当事者組織支援事業
若年性認知症や男性介護者等

平成31年度平成31年度 新規・拡充事業新規・拡充事業

平成３１年度社協の予算と事業
計画については、スペースの
都合により、一部のみ紹介し
ています。詳しい内容は、ホー
ムページまたは社協事務所の
窓口でご覧いただけます。

現在

新規

　生活支援体制整備事業として生活支援コー
ディネーターを配置し、地域での生活支援体
制づくりのため、新たに地域を指定した地域
づくり講座を実施し、協議体設置に向けた支
援・検討を行います。

　生活支援コーディネーター設置事業
地域資源の開発やネットワークの構築を目指す

　まちづくり連絡（推進）協議会単位で小地
域活動を推進し、地域福祉の充実を図るほか、
新たに地域を指定した地域づくり講座を開催
します。

小地域福祉活動推進事業
住み慣れた家庭や地域で安心して暮らす

　　新た

拡充拡充

まちづ

拡充拡充

生活支

生拡充拡充

　新たにシニア対象や高校生・大学生対象の
ボランティア養成講座を実施するなど、市民
が積極的にボランティア活動に参加できるよ
うな養成研修事業を行い、ボランティアの裾
野の拡大に努めます。

ボランティア養成講座
あなたもはじめませんか？

　次世代育成の福祉教育を勧めるため、小・中・
高校に助成を行い、ボランティア活動や福祉
教育を推進する他、校区住民を招いた各学校
独自の実践発表会を支援します。

福祉協力校育成事業
次世代育成のための福祉教育推進

次世代

拡充拡充

新たに

拡充拡充

平成

拡充拡充

『支えあい　助けあう　
　　こころつながる　やさしいまち　あこう』
『支えあい　助けあう　
　　こころつながる　やさしいまち　あこう』

・
・
・
・

・
・
・
・

P05　2Ｃ（スミとマゼンタ） P04　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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